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１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

(1) 今年度の検討

1

検討部会の概要

第３回検討部会（９月５日（水）開催）

〇検討内容
➢ 実態調査結果について

心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）
・消防本部票（728本部）
・地域ＭＣ協議会票（251団体）
・都道府県ＭＣ協議会票（47団体）

➢ 論点（案）について
論点（案）

第４回検討部会（10月24日（水）開催）

〇検討内容
➢ とりまとめの方向性について

とりまとめの方向性（案）

➢ 意見交換
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(２) 調査結果

① 心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）

１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

＜調査概要＞
・調査名:心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査
・調査対象:728消防本部、251地域ＭＣ協議会、47都道府県ＭＣ協議会
・調査方法:電子ファイル送付によるアンケート
・調査期間:平成30年７月17日～９月３日（基準日:平成30年７月１日）
・回収率:100％

心肺機能停止状態である傷病者の家族等から、傷病者本人が心肺蘇生を
拒否する意思表示をしていたと伝えられた事案の経験の有無について

55.4

15.0

29.3

0.4

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

平成29年中に事案があった。 (n=403)

平成29年中に事案はなかった。 それ以前にも事案はなかっ

た（ と思われる） 。 (n=109)

平成29年中に事案がなかった。 それ以前には事案があった

（ と思われる） 。 (n=213)

無回答(n=3)

 

N = 728
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(２) 調査結果

② 心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）

１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

対応方針を定めていると回答した本部の対応方針
の内容について

45.6

54.4

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

定めている (n=332)

定めていない(n=396)

無回答(n=0)

 
N = 728

30.1

60.5

9.3

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

家族等から傷病者本人の心肺蘇生を拒否する意思表示が

伝えられた場合、 医師からの指示など一定の条件の下

に、 心肺蘇生を実施しない、 又は中断することができ

る。 (n=100)

家族等から傷病者本人の心肺蘇生を拒否する意思表示が

伝えられても、 心肺蘇生を実施しながら医療機関に搬送

する。 (n=201)

その他(n=31)

無回答(n=0)

 
N = 332

心肺機能停止状態である傷病者の家族等から、傷
病者本人が心肺蘇生を拒否する意思表示をしてい
たことを伝えられた場合の対応方針について
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(２) 調査結果

③ 心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）

１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

94.5

88.6

77.6

13.4

1.0

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

応急処置を行いながら医療機関に傷病者を搬送すること

が、 救急隊の責務だから (n=190)

法令上、 心肺蘇生の不実施や、 中止はできないと考えら

れるから (n=178)

救急現場で傷病者本人の意思の確認を確実に行う ことは

難しいから (n=156)

その他(n=27)

無回答(n=2)

 

N = 201

家族等から傷病者本人の心肺蘇生を拒否する意思
表示が伝えられても、心肺蘇生をしながら医療機
関に搬送すると回答した理由について

（複数回答）

傷病者本人が心肺蘇生を拒否する意思表示をしていたの
に、家族やそれ以外の方が救急車を要請した理由につい
て（自由記載）

〇 気が動転した・パニックになった
・どうしたらよいかわからない

〇 家族間の情報共有不足や意見の不一致
〇 医療機関等への搬送のため
〇 施設等の情報不足
〇 施設等のルール等により
〇 施設等でルールがないため
〇 医師等の指示
〇 死亡診断、死亡確認のため
〇 かかりつけ医に連絡がつかなかったため
〇 通報時、心肺機能停止ではなかったため
〇 通報時、心肺機能停止の判断がつかなかったため
〇 警察から、又は警察の指示による救急要請
〇 その他
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(２) 調査結果

④ 心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）

１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

家族等から傷病者本人が心肺蘇生を拒否する意思表示をしていたことを伝えられた事案で、
困ったり、迷ったりしたこと（複数回答）

40.9

44.4

28.8

32.5

50.4

27.8

27.0

20.6

8.9

3.2

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

関係者（ 家族同士や医師と家族等） の意見の不一致(n=165)

かかり つけの医師に連絡がつかないこと (n=179)

医師の到着までに時間が掛かること （ 長時間の現場待機）

(n=116)

心肺蘇生を実施しないで医療機関へ搬送することを医師か

ら指示された際の対応(n=131)

心肺蘇生を実施しないで医療機関へ搬送することを家族等

から申し入れられた際の対応(n=203)

家族等から不搬送を申し入れられた際の対応(n=112)

心肺蘇生を実施しない意思表示を伝えられた場合の対応方

針を定めていないこと (n=109)

困ったり 、 迷ったり することはなかった(n=83)

その他(n=36)

無回答(n=13)

 

N = 403 （※ Ｈ29年中に事案のあった本部が対象）

主な「その他」の具体的な内容

・意思表示の書面がなく、家族等の口頭のみで本
人の意思として判断してよいか。

・家族間のDNARに対する認識不足または認識の相
違により、DNAR意思確認が不明確となること。

・施設で家族と話し合いができていない。
・施設における意思決定者の存在が曖昧。また、

本人の意思決定の時期（タイミング）の問題
（例：数年前の意思決定）。

・車内収容後または病院到着後にDNARオーダーが
あることを伝えられた。

・各関係者への確認による現場滞在時間の延長や
家族等の意思と反する活動について理解への説
明や説得方法に不安がある。

・遠方のかかりつけ病院に搬送することを要望さ
れた。



6

(２) 調査結果

⑤ 心肺蘇生を望まない傷病者への救急隊の対応に関する実態調査結果（速報版）

１ 傷病者の意思に沿った救急現場における心肺蘇生の実施

傷病者本人が心肺蘇生を拒否する意思表示をしていたことを、家族等から伝えられ
た場合に用いられるプロトコル等の策定について

2.4

11.2

18.3

51.8

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

策定し 、 運用中。 (n= 41)

策定し 、 運用に向けて準備・ 調整中。

(n= 6)

策定について検討中。 (n= 28)

策定について検討したが、 策定しなかっ

た。 (n= 46)

一度も検討したことがない。 (n= 130)

無回答(n= 0)

N  =  251

16.3

0.0

0.0

10.6

8.5

68.1

 0%  20%  40%  60%  80%  100%

策定し 、 運用中。 (n= 6)

策定し 、 運用に向けて準備・ 調整中。 (n= 0)

策定について検討中。 (n= 5)

策定について検討したが、 策定しなかった。

(n= 4)

一度も検討したことがない。 (n= 32)

無回答(n= 0)

 

N  =  47

12.8

0.0

地域ＭＣ協議会 都道府県ＭＣ協議会
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